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束
脩
・
月
謝
か
ら
学
費
へ

　

東
京
法
学
院
は
帝
国
憲
法
発
布
に
対
応
し
、
一
八
八
九
（
明
治

二
十
二
）
年
十
月
、
校
名
改
称
と
と
も
に
、
法
学
専
門
教
育
機
関

と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
学
費
に
つ
い
て
は
英
吉
利
法
律

学
校
時
代
と
同
額
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。
受
験
料
は
特
別
認
可
生

と
英
語
法
学
科
が
三
〇
銭
、
邦
語
法
学
科
が
二
〇
銭
と
さ
れ
、
入

試
合
格
者
が
入
学
す
る
場
合
、
束
脩
（
入
学
金
）
一
円
を
納
め
、

年
間
授
業
料
一
一
円
を
二
期
分
納
か
月
割
り
で
納
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
在
外
生
に
つ
い
て
は
、
束
脩
五
〇
銭
、
月
謝
五
〇
銭
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
金
額
は
、
当
時
の
「
五
大
法
律
学
校
」
中
の

平
均
的
な
額
で
あ
り
、
八
九
年
十
月
に
創
設
さ
れ
た
日
本
法
律
学

校
も
ま
た
、
東
京
法
学
院
と
同
額
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
官
立
の
帝
国
大
学
法
科
大
学
の
授
業
料
に
つ
い
て

は
、
一
学
年
二
五
円
と
さ
れ
て
お
り
、
私
立
法
律
学
校
と
比
べ
て

ほ
ぼ
倍
額
の
学
費
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
学
費
の
格
差
が
、

私
立
法
律
学
校
で
学
ぶ
学
生
た
ち
の
勉
学
の
ス
タ
イ
ル
を
特
徴
づ

け
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
経
済
的
に
余
裕
の
な
い
学

生
た
ち
は
学
費
の
安
い
私
立
法
律
学
校
に
入
学
し
、
い
わ
ゆ
る

「
苦
学
生
」
と
し
て
学
業
に
励
み
、
逆
に
経
済
的
に
余
裕
の
あ
る

私
立
法
律
学
校
の
学
生
た
ち
は
現
代
風
に
い
う
「
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー

ル
」
を
盛
ん
に
実
践
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
九
〇
年
、
東
京
専
門
学
校
予
科
を
経
て
東
京
法
学

院
英
語
法
学
科
に
入
学
し
た
岐
阜
県
不
破
郡
大
滝
村
（
現
垂
井

町
）
出
身
の
山
口
述
次
の
場
合
、
実
兄
か
ら
学
資
と
生
活
費
の
一

切
を
出
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。
山
口
家
は
不
破
郡
屈
指
の
山
林
地

主
で
あ
る
が
、
そ
の
当
主
で
あ
る
実
兄
の
山
口
左
入
は
、
そ
の
将

来
を
見
据
え
て
、
あ
え
て
「
最
モ
節
倹
ヲ
主
ト
シ
痛
ク
飲
食
交
際

ノ
費
用
ヲ
慎
ム
ヲ
要
ス
」
と
当
時
の
案
内
書
に
い
わ
れ
る
月
額
六

円
ほ
ど
の
仕
送
り
で
学
ば
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
贅
沢
を
し
な
け

れ
ば
普
通
に
学
生
生
活
を
送
れ
る
額
よ
り
は
僅
か
に
少
な
い
仕
送

り
額
で
、
困
難
を
感
じ
つ
つ
も
修
学
を
維
持
で
き
る
金
額
で
あ
っ

た
。
い
わ
ば
「
苦
学
」
で
、法
学
知
識
と
資
格
の
取
得
と
と
も
に
、
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東
京
法
学
院
の
学
費

地
主
経
営
に
あ
た
る
金
銭
感
覚
と
を
体
得
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。
地
方
名
望
家
層
の
修
学
目
的
を
明
確
に
示
す

事
例
で
あ
る
。

　

ま
た
、
九
三
年
九
月
に
東
京
法
学
院
に
入
学
し
た
浅
野
弁
一
郎

は
、
茨
城
県
結
城
郡
大
形
村
（
現
下
妻
市
）
か
ら
上
京
し
た
九
二

年
五
月
以
来
の
「
学
費
及
ビ
小
遣
帳
」
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
同
院
入
学
の
九
月
七
日
か
ら
同
年
十
二
月
七
日
ま
で

の
経
費
合
計
が
二
一
円
五
〇
銭
、
こ
の
う
ち
束
脩
・
月
謝
・
講
義

録
等
の
学
業
費
の
合
計
が
一
八
円
一
〇
銭
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
金
額
は
、
弁
一
郎
の
寄
留
先
へ
の
下
宿
代
を
含
ん
で
い
な

い
こ
と
を
考
え
る
と
、
東
京
で
の
勉
学
に
は
か
な
り
の
経
済
力
が

必
要
で
あ
っ
た

こ
と
を
う
か
が

わ
せ
て
い
る
。

浅
野
家
は
村
内

屈
指
の
豪
農
で

あ
っ
た
た
め
、

弁
一
郎
自
身
が

「
苦
学
生
」
と

な
っ
た
様
子
は

な
い
が
、「
学
費
及
ビ
小
遣
帳
」
か
ら
は
逆
に
、
上
京
か
ら
九
四

年
七
月
ま
で
の
間
、
彼
は
少
な
く
と
も
二
松
学
舎
・
国
民
英
学
会
・

明
治
法
律
学
校
講
法
会
・
東
京
法
学
院
・
東
京
数
学
院
の
六
学
校

に
入
学
し
、
数
校
を
併
学
し
な
が
ら
学
業
を
続
け
て
い
た
こ
と
も

わ
か
る
の
で
あ
る
。

　

法
律
学
を
学
ぶ
弁
一
郎
に
と
っ
て
、
帝
国
大
学
関
係
の
学
者
を

比
較
的
多
く
講
師
陣
に
擁
し
て
い
た
東
京
法
学
院
は
、
同
等
の
講

義
を
半
額
の
学
費
で
聴
講
で
き
る
魅
力
的
な
教
育
機
関
で
あ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
明
治
二
十
年
代
を
通
し
て
一
定
で
あ
っ
た
東
京
法
学

院
の
学
費
も
、
日
清
戦
争
後
の
物
価
上
昇
の
影
響
を
受
け
、
つ
い

に
九
七
年
七
月
に
は
束
脩
二
円
、
授
業
料
一
四
円
三
〇
銭
へ
と
値

上
げ
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

浅野弁一郎


